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米　谷　茂　則
本論の位置づけ
　筆者は2002（平成14）年度以来、司書教諭科目「学習指導と学校図書館」を担当してきた。
　その第1講目においては毎回、履修の学生諸君に調べ学習体験の有無と、「体験有」の場合
には、その概要についてアンケートを実施してきた。科目授業内容と関連させて、どのような
テーマで、どのようにまとめていったのかを想起してもらうのがねらいである。体験した内容
を発表できるかどうかについても返答を求めた。「発表可」とした学生には、10数回の授業の
後半において、自分で体験した調べ学習について、現場に赴任して指導する立場となった場合
の問題点と改善点を含めてA4紙1枚にレポートとしてまとめ、他の学生の前で発表をさせた。
発表した内容は、科目の最終課題である学習指導案の作成の中に、調べ学習を体験してこなかっ
た学生も活かしていくように指導してきた。
　筆者自身は調べ学習を昭和50年代後半から実践し、それを広めようと全国学校図書館研究大
会で発表し、論文を書き、著書も出版してきた。今では、調べ学習は学校現場において一般的
となり、学習方法の一つとして教科、総合的な学習で実践されている。
　その調べ学習については、これまで、指導する側の実践研究が全てであった。本論において
は、まず、学生が小・中・高校生のときにどのような調べ学習を体験していたのかについて、
提出、発表のあったレポートから校種ごとに例示する。次に、学生が学習者として感じていた
問題点を、「指導する立場になった場合の改善すべき点」としてとらえ直した内容をまとめて
提示する。このことは、調べ学習の実践に対して、学習者の立場からの見直しをし、さらに実
践を深めていく示唆を与えることが期待できる。
1．学生が小学生、中学生、高校生の時に体験した調べ学習のテーマと調べ方、まとめ方
　一人の学生が、中学校と高等学校というように2校種に亘って調べ学習を体験して、それを
記憶していたということもあった。また、同じ校種で学年ごとにおこなっていて記憶していた
という場合もあった。このような場合でも、調べ学習の体験発表としてひとり一回だけ、出来
るだけ3校種とも揃うようにして、担当である私から発表を依頼した。したがって、2回の調
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べ学習を記憶していても、必ずしも第1に希望していた校種での発表とは合わなかった場合も
あったと考えられる。この点については、配慮のうえで読み取っていただきたい。
　学生が調べ学習を体験した時期は、小学校での体験を含み全て平成時代、1990年代以後のも
のであると推定してよい。
　以下で、「私」と出てくるのは、学生が小・中・高校生であったときのことである。
（1）小学校
①　国語科
6年生　1　似たものの比較：私のテーマはコイとフナの比較で、図書室の資料を使ったが、
　　　　　　足りずに自分の持っている図鑑とともに本物を捕まえて調べた。まとめは、画用
　　　　　　紙に比較の表を作成した。
②社会科
4年生　2　地域の自然を学ぼう：森に行き、動物の糞を摂取し、また足跡を探して、地域に
　　　　　　どのような動物が住み、どんなものを食べているのかを理解した。まとめは、感
　　　　　　想を発表し提出した。
　　　　3　都道府県の特徴を紹介する新聞作り：人口、面積、方言、行事、特産物などを書
　　　　　　いた。製作者の感想や意見も書いた。
　　　　4　身の回りの消防・消火・火事：分かったことを、イラストや漫画も交えて新聞形
　　　　　　式にまとめた。
5年生　5　夏休み自由研究：「伝統工芸」の中でも和ろうそくの歴史、製造方法などの下調
　　　　　　べをしてから、現場見学をし、職人へのインタビューをした。まとめは画用紙数
　　　　　　枚に写真を貼り、説明と感想を書いた。
　　　　6　「全国の伝統工芸品」調べ：公共図書館に行き、輪島塗についての参考資料にあ
　　　　　　たり、石川県の輪島塗関係の事務所に電話をしてガイドブック、パンフレット等
　　　　　　を取り寄せた。資料をもとにして歴史、作り方、後継者不足、輪島塗の将来など
　　　　　　をまとめた。それを、PC室で必ずコンピュータを使うという条件で、図表や写真
　　　　　　を取り入れてまとめとした。OHPシートに印刷して、教室で発表した。
6年生　7　修学旅行の事前学習：日光修学旅行で、観光名所について事前に調べをし、現地
　　　　　　で体験したことや聞き取った話しを付け加え、写真を貼ったりしてノートにまと
　　　　　　めた。修学旅行報告会で一人ずつ発表した。
　　　　8　平安時代の人々の身近な生活のうち便器について資料集で予想と仮説を立て、京
　　　　　　都修学旅行で博物館や寺社などの見学によって検証をした。新聞にしてまとめた。
　　　　　　他にはパソコンでまとめた児童もいた。社会科の授業は調べ学習であった。
　　　　9　「歴史新聞」：人物調べで、足利義満について図書室の伝記や「漫画日本の歴史」
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　　等をよく読んだ。「朝の読書」や昼休みも自発的に調べ学習の時間に当てていた。
　　まとめでは、人物の描写、時代背景、エピソードを書くように指導があった。
10　「原始・古代・平安」「鎌倉・室町」「戦国・江戸」「明治・大正」ごとの歴史新聞
　　作り：ひとまとまりの単元が終わると、B4紙に歴史新聞を作成した。人物、事
　　件、文化などテーマは自由であった。学校図書館の資料は数が少なかったため、
　　公立図書館も利用していた。完成後は、全員分を掲示した。
11　社会科新聞：主に教科書と資料集で調べ学習のまとめとした。市立図書館から資
　　料を借りる児童もいた。新聞の構成は自由だった。
12　学区の郷土史（人物）を調べよう：大久保彦左衛門の祖先の城跡や墓、菩提寺な
　　どに行った。「三河物語」を貸してもらった。市立図書館でも調べた。模造紙に
　　学区の地図を書き、お寺の位置を示して写真を添えた。調べてまとめた文章を模
　　造紙の下半分に書いた。まとめたものは、学校の資料室に保管されている。
③その他
4年生　13「社会科、図工科、道徳」　ナウマンゾウについて調べてみよう：野尻湖で発見さ
れたナウマン象の化石について、ナウマン象の生息した時代、体長、体重、食、
絶滅した理由などをまとめた。全員でナウマン象実物大の絵を描いた。
（2＞中学校
①　国語科
3年生　1　俳句と短歌の調べ学習：国語科の授業2～3時間で、教科書掲載の俳句と短歌を
　　　　　　班ごとに一句ずつ分担して意味、表現技法、作者の生い立ちなどを学校図書館に
　　　　　　ある資料のみで調べて、プリントや模造紙にまとめて発表した。先生の授業はな
　　　　　　いということなので、他の班の発表もノートを取ったりして真剣に聞いていた。
　　　　2　選択国語科（5人）にて、「和泉式部、紫式部、小野小町の和歌と人柄について」
　　　　　　の論文：5月から1月初めまでかけて2週に1回程度実施した。テーマに沿って国
　　　　　　語科担当の先生の用意した文献を参考資料として、必要な情報を集めてまとめた。
　　　　　　7月に調査の中間報告会をした。10月から論文化したが、1月までには5人とも
　　　　　　書き終わらず、受験のために誰も完成することができなかった。心残りであった。
②社会科
1年生　3　歴史上で自分で好きな人物についてまとめる：学級で図書室に行き、3時間ぐら
　　　　　　いは授業で調べ、後は宿題となった。教科書、r広辞苑」、「マルコポーロ」とい
　　　　　　う漫画で調べ、年表や地図などを書いてまとめた。
　　　　4　古代史の調べ学習：本人を含むグループのテーマは、筑紫国造磐井の乱とし、学
　　　　　　校図書館、公共図書館の資料で調べ、模造紙2、3枚にまとめた。レジュメを作成
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2年生
　　して発表した。
5　戦時中の生活：授業時間内で2～3時間は学校図書館で資料を探し、祖母からは
　戦争体験を聞いた。B4紙に戦時中の衣・食・住などの生活全般、第2次世界大
　戦、太平洋戦争の流れをまとめた。
6　47都道府県の調べ学習が夏休みの宿題で、秋田県庁に電話して人口、気象、面積、
　製品出荷額などのデータをファクシミリで送ってもらい、他の資料は郵送しても
　　らった。親切な対応であった。区立図書館の資料で、秋田県の歴史を調べた。気
　候と米の栽培、人口の多い地域の主な収入源、（当時の）秋田県はどのように存
　在していたのかなどについて地図とともにまとめた。
③理科
3年生　7
④家庭科
2年生　8
⑤LHR
3年生　9
課題学習「ロケットに乗って果てしない旅に出て、持続的な生活を送るために、
少ない量で何を持ちこめばよいか」：4～6人程度のグループで、2週間の理科の
授業と放課後の時間を使い、学校図書館と公立図書館の資料で調べた。A3の
シートに「持ち込むもの」と「その理由」、ロケット内部と密閉室の概観図を書
いて、グループごとに発表し、その妥当性について議論を行なった。
普段食べている食品の栄養成分調べ：自分で食べた物について食品成分表を持参し
て、食品成分・栄養分類が書いてある資料で、食べた食品のどの栄養素がどの食品
群に入るのか、また体内でどんな働きをするのかを調べ、図書館でノートにまと
め提出した。
迫町の？を探そう：グループごとにテーマを決めて、町の広報紙や紹介ビデオ、
図書館資料を利用して調べた。自分たちのグループは史跡を巡り歴史民族資料館
を訪ねて、山王の桜と伊達正宗御陣場跡について5～6時間かけてA4紙にまとめ
た。レポートは冊子となり図書館に保存されている。教育実習で訪問したら、毎
年行なっているとのことであった。
⑥総合学習
1年生　10　自分たちで作る授業（国立大学付属中学校）：各自、興味があり且つ講師を見つ
　　　　　　けられ、体験的要素があるテーマを教員との面談で決めた。私は「水戸徳川家」
　　　　　　について調べた。1月から始め3月上旬の1週間について午後を校外学習の時間
　　　　　　とした。3月中旬から末にかけてまとめを行なった。まとめは冊子となった。
2年生　11修学旅行事前調べ学習：グループでテーマを決めて、放課後に図書館で1日1時
　　　　　　間、3回かけてまとめた。私たちのグループは、お寺の建築様式、屋根の形、仏
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　　　　　　像の種類について調べた。まとめは印刷し、修学旅行準備資料となった。
　　　　12　無学年制による講座（戦後50年の公害の歴史）：各教員が主催する無学年制の講
　　　　　　座を選択し、参加するインタレストスタディーズ。私は「戦後の50年史」で「公
　　　　　　害の歴史」をテーマとした。資料探査と分析に5日間、レポート作成に5日間、
　　　　　　レジュメ作成に1日かけた。レジュメによって発表した。
3年生　13　社会福祉について：福祉施設で体験し、日本と外国の福祉制度についても調べた。
　　　　　　厚生省や大使館を訪問して資料をもらい、話を聞いた。レポートを提出した。
　　　　14　修学旅行調べ学習「京都・奈良の文化・歴史」：京都の歴史、食文化、伝統産業
　　　　　　についてはグループ皆で調べ、まとめた。個別には寺社の歴史について調べた。
　　　　　　学校図書館と市立図書館の資料を使った。
　　　　15　環境（「共生」の時間として、1年は人権、2年は国際理解が大テーマ）：オリエン
　　　　　　テーション、校外学習、テーマ決定を経てグループで活動した。私のグループは
　　　　　　リサイクル問題に取り組んだ。ファイルが配られ、毎回「学習記録カード」を提
　　　　　　出した。発表ではリサイクルを訴えるポスターを作った（国立大学付属中学校）。
（3）高等学校
①国語科
2年生　1　小説作品の研究：グループごとに夏目漱石の作品を読み、暗喩やテーマなど、あ
　　　　　　らかじめ国語科の教員が設定した項目について調べてプリントに解答を書き、発
　　　　　　表し、質問に答えるという過程だった。学年末試験では、この学習に関連した問
　　　　　　題が出題された。
②地理歴史科
3年生　2　日本史レポート：家の周辺にある史跡を調べた。私たちのグループでは南千住回
　　　　　　向院を対象とした。3日程度で調べ、パソコンに資料を取り込み（この作業は教
　　　　　　員がおこなった）、パソコン上で発表した。
③公民科
2年生　3　倫理「西洋哲学および現代社会と倫理」の調べ学習：教師が10のテーマを設定し
　　　　　　た中から、生徒がグループで選択した。2学期の初めに1週間程度でまとめた。私
　　　　　　たちのグループはホッブス、ロック、ルソーの生い立ち、主な著作、その理論に
　　　　　　ついて、学校図書館と地元の公立図書館の資料で調べた。模造紙にまとめ、レジュ
　　　　　　メを作って発表した。
④理科〔化学〕
1年生　4　「環境」について：「環境について」という大テーマから、グループで「砂漠化」
　　　　　　というテーマを設定して、砂漠化とは何か、どうして起こるのか、対策などにつ
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　　　　　　いて、化学の時間に学校図書館の文献で調べ、まとめを模造紙に書き発表した。
　　　　　　1月から2月にかけて、学期末テストの代わりとなっていた。
⑤家庭科
2年生　5　発酵について：乳製品、醤油、アルコールなどのテーマから、6人ごとの班を作って
　　　　　　選んだ。私たちのグループは授業時間外に学校図書館の文献でアルコールの歴史、
　　　　　　種類、発酵の仕方について2時間ぐらいで調べ、B4紙1枚にまとめて発表した。
⑥保健体育科
1年生　6　妊娠・出産：癌、エイズ、ダイエットなどのテーマの中から選んだ。赤ちゃんが
　　　　　　お母さんのおなかの中でどのように成長していくのか、お母さんは出産までにど
　　　　　　のようなことをするのかについて、学校図書館と公共図書館の資料で2日間で調
　　　　　　べた。A4紙1枚のプリントを作り、5分間で発表した。
⑦HR
2年生　7　長崎修学旅行の事前調べ学習：長崎修学旅行の第1日日の自由行動で行く場所に
　　　　　　ついて調べた。私たちのグループは、グラバー園、大浦天主堂、日本26聖人殉教
　　　　　　地について時代背景、エピソード等をまとめた。グループ内で分担した。
⑧総合学習
1年生～3年生　8　「地域研修プロジェクト」：修学旅行に代わるものとして地域研修プロ
　　　　　　ジェクトがあった。地域は鹿児島～長崎、金沢～京都、ロンドン、パリなどの中
　　　　　　から選択し、地域ごとに教師がついた。高校1年でテーマの設定と調査をし、2
　　　　　　年で現地調査の日程を決めて実施する。3年で研修論文としてまとめた。私たち
　　　　　　は鹿児島～長崎コースを選択し、長崎原爆の被害を中心にして調査、見聞した。地
　　　　　　域ごとに優秀論文は「研修論文集」として生徒全員に配布された。私たちが第1
　　　　　　回目であった。
2年生から3年生　9　「卒業レポート」：各自が興味のある分野について高校2年の冬にテー
　　　　　　マを決定し、3年の1学期に論文の書き方の指導を受け、夏休み中に具体的な調
　　　　　　べをし夏休み明けに下書きを提出した。2学期に担当教師の指導を受けて、修正
　　　　　　すべきことなどについて修正した。冬休みに完成させて、休み明けにチェックを
　　　　　　受けて提出した。私は、房総半島の主要都市の産業構造を明らかにし、房総半島
　　　　　　の問題点を検討し、将来像についての提言をした。高校3年の夏には1週間かけ
　　　　　　て合宿調査を行なった（大学の付属高校で受験はなかった）。30ページのレポー
　　　　　　トを提出した。現在は総合学習としておこなっている。
⑨課題研究
3年生　10　「テーマ研究」（1年生、2年生は「テーマ学習」）：1年次では古代ギリシャの発
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　　　　　祥からローマの征服下に入るまでの文化的特徴を、2年次では中南米のマヤ、ア
　　　　　　ステカ、インカ文明を項目別に説明した。3年次では2年次のテーマ学習にもと
　　　　　　ついてマチュピチュの3DCGの画像を、「世界遺産」ビデオを参考にして製作し
　　　　　　た後、360度回転させる短いアニメーションにして提出した。
3年生　11　自由テーマ：私は「教育を体験する」をテーマとし、教職を希望し、演劇に興味
　　　　　　があったので、教育を演劇的事象として研究してみようとした。教育史、学校史、
　　　　　教科指導の概略を文献からまとめた。模擬授業をして演劇との比較をしたかった
　　　　　　が、受験の時期となりできなかった。
⑩　その他
3年生　12　卒業論文：自由テーマで個人がレポートを作成した。私は「地下鉄サリン事件」
　　　　　　（高2の時に起きた）について新聞記事、雑誌などから調べて、まとめていった。
　　　　13　体育科における卒業論文：私は「水」について、水とは何か、色、水の循環、体
　　　　　　内における水、水の賢い使い分けについて原稿用紙10枚程度にミニ論文としてま
　　　　　　とめた。学校図書館（学習センターと呼ばれていた）には体育科書架があり、保
　　　　　　健・体育関連資料が多かったのでスポーツ雑誌などを使った。1学期に6時間、
　　　　　　2学期に週当たり1～2時間使った。2学期最終日に提出した。
2．上記について、自分が指導者となった場合に考えられる改善内容
　改善点は多く書いてあっても二点のみ取り上げた。番号は上記の校種ごとの番号に対応して
いる。
小学校
???
????
7・
8
学校図書館の資料が少なかった。資料を増やしていきたい。
どのような内容をまとめるべきかについて、重点化した指導が必要であった。
グループの適切な人数を考えるべきである。教師は巡回して、適切な参考資料を紹介する
などの指導が必要である。
「分かったこと」の内容を充実させられるような指導が必要であった。
テーマ設定や調べ方などについて、きちんと指導をすべきであった。
児童個々の能力に対応したフォローが必要である。発表時の質問については、質問そのも
のが出ないので、どのようにすべきかの工夫が必要である。
修学旅行の事前学習だけに終わらずに旅行中、さらに旅行後まで学習を続けてまとめたこ
とは、大変意味があった。参考資料の出典の書き方などを含めて、まとめ方の指導がある
とよかった。
楽しくできた印象が強い。調べることのできない児童へのフォローが必要である。
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9　新聞は図書室廊下の壁面に掲示され、他学年児童や教師から高く評価された。調べ学習の
　　始めのうちは、図書室で参考図書などの利用の仕方について指導が必要である。
10　この頃の歴史好きが、大学での日本史専攻に繋がっているように思う。学校図書館の資料
　　を充実させる必要がある。
11　グループ内での分担を細かく設定して指導する必要がある。非常に面白く、楽しかった記
　　憶がある。
12毎時間真面目に取り組み、調べるのが楽しかった。テーマの身近さがとても重要であり、
　　やりすぎない程度の導入指導が必要である。
13　調べてまとめたものを、本などにしたら良かったのではないかと思う。もう少し、学校図
　　書館を利用しても良かった。
中学校
??
3
」?
6
7
8
9
10
??
図書館の利用の仕方について十分な指導をしていきたい。
中間報告までで終わってしまったのが残念であった。始めに、完成から発表までの計画を
立てさせるべきであった。参考図書や文献の使い方などは、一対一の指導をして論文を書
けるようにしていくべきである。
調べ学習としての各段階ごとに、理由を添えた教師の評価があった。評価が低い場合でも、
理由を言って途中段階の指導とすれば良い。
身近な歴史をテーマとしたい。発表は、情報機器などを使った練習をさせると良い。
学校図書館資料を利用して、どのように調べていくのかを指導すべきであった。まとめた
内容に対して、自分の意見を書くように指導すべきである。
調べ学習を夏休みの課題とする場合は、教師の指導・助言をどのようにすべきかが課題で
ある。まとめは文化祭で展示されたが、授業時間で発表をさせるべきであった。
この調べ学習では、最終的な模範解答の提示が必要であったと思う。グループ内で傍観し
ているだけの生徒もいるので、メンバー全員が納得するような分担をするように指導が必
要である。
図書館での授業で、学校司書も本の選び方などの指示があった。この学習前後との関連も
あり、生徒もやる気があった。
グループの人数が多すぎると作業する人としない人が出てくる。2～3人が適切である。
図書館をいつでも利用できるようにしておくべきである。
外部との関わりについて、手紙や電話での依頼の仕方などの指導が必要であった。まとめ
はシートではなく、文章化しても良かった。
テーマの決め方について十分な指導が必要である。
生徒の出来不出来の差が激しかった。テーマ設定、調べる段階で個別指導の時間があると
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　　良かった。
13手抜きをした生徒もいた。やる気のない生徒にいかにやる気を出させるのかが大切なポイ
　　ントである。
14　まとめたものは教室に掲示されただけであった。発表と評価をすべきである。学校図書
　　館の資料を充実させていく必要がある。
15　1年間という期間は長く、活動がだらけないようにするような細かい指導が必要である（現
　　在は6月から12月までとなっている）。発表が生徒の手元に残るような形態を考えていく
　　必要がある。
高等学校?
3
4
5
???
??
?????
13
資料の検索方法は指導すべきであった。
大変楽しかった。授業時間内で出来ると良い。その上で地域の図書館の利用を考えていく
と良い。
調べ学習の過程をきちんと指導すべきである。グループでの取り組みでは、さぼっている
生徒が隠れてしまうので、個別の小レポートを提出させると良い。
「環境」に関連した何冊かの資料の紹介があると良い。引用の仕方、参考文献の示し方を
指導していきたい。
5～6人のグループだと何もしない生徒が出てきてしまう。分担の仕方について指導すべ
きである。発表を聴いている側の生徒に、どのようにして集中させるのかについても考え
ていくべきである。
調べる方法の指導をしていきたい。
事前の調べだけでなく、休験後の内容も踏まえてまとめさせると、調べた内容が自分のも
のとなる。一人での調べ学習の方が、内容を深めることができる。
資料収集の仕方や論文の書き方の指導が必要である。引用の仕方の指導が必要である。
高校3年生の時期の実施であったので、中学1年から高校2年生までも順次調べ学習を実
施していくべきである。発表会を実施すべきである。
期間内に生徒ができる程度のテーマや内容になるように指導していくべきである。
期間内に実現可能なテーマや内容であるのかどうか吟味すべきである。
テーマ設定の段階で、どのような内容を調べていくのかについての助言があると良い。ま
た、資料についても適切な助言があると良い。
1・2年生のときにも、調べた内容をまとめていくという学習に取り組んでいると、論文と
してのまとめがもう少し良くできたと思う。テーマ設定の前の段階で、自分の興味を振り
返るような時間を設けて、テーマを考えさせると良い。
上記において何人かが書いてある通り、また書いていない場合でも、調べ学習そのものを高
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く評価していた。以下において、学生が指導者となった場合において改善したいと提示した内
容を中心にして簡潔に考察し、さらに、それを踏まえた上での実践課題を提示する。
3　考察と実践課題の提示
（1）考察
　まず、実施教科等と調べ方およびまとめ方について、小学校では教科としての社会科での実
施が多い。社会科はもともと調べ学習であり、よい傾向である。中学校では社会科とともに総
合学習での調べ学習が多い。修学旅行において事前の調べ学習をおこなっていることが目につ
く。高等学校では調べ学習をおこなう教科に広がりがあり、課題研究としての実施や卒業論文
も目につく。
　調べ方およびまとめ方では、小学校では資料のみからのまとめと体験を含む場合と同じ程度
の割合である。まとめでは新聞形式が多いのが特徴である。中学校と高等学校では資料のみか
らのまとめの割合が、小学校より少し高くなる。まとめは中学校ではレポートが多くなり、高
等学校では論文形式も出てくる。
　次には、改善点について考案する。学生が改善していきたいと考えている点で、ある程度数
が多かったのは、第一に計画性を持って指導していくべきであるという指摘であり、特にこれ
は中学校・高等学校において設定した時間内で出来る程度の調べ学習にすべきであるというこ
とである。第二に、グループの人数と分担についてである。第三に、参考図書や資料の紹介と
その使い方の指導、そしてまとめの段階で引用を含めて資料からのまとめを指導していくべき
であるということである。第四に、調べてまとめたのなら提出して終わりではなく発表をさせ
るべきであるということである。そのようにすることは、学習の満足度に関わりあることで、
実施上の大切な要素である。
　ここでは、これらのうち特に第二と第三の点について、実践課題として取り上げる。
（2）　実践課題の提示
　体験した学生が指摘しているのは、調べ学習の各段階において指導が必要であるということ
である。調べ学習が総合的な学習の方法として取り入れられてからは、各段階ごとに指導がさ
れていると思うが、どうしても必要であるという内容三点に絞って提示しておきたい。
①調べ学習は個人でおこなわせるべきである
　グループでの調べを行なうと活動しない者が出てしまうということは、指導する側も経験上
分かっていることである。学生の体験のまとめからは、生徒の側もそのことをはっきり意識し
ていたということが分かった。今後は、例えば学年でグループの調べを1回実施したならば、
後は個人で実施すべきである。グループの場合にあまり活動しない児童生徒を把握して、その
児童生徒を個別に指導をしていくべきである。調べ学習の学力は個別に付けていくべきであり、
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グループとして学力が付くということはない。学力は個人に還元されていくものである。
　調べ学習は調べだけで終わるのではなく、テーマについて調べた内容に対して、自分ではど
のように考えるのかというところまでまとめていくことによって、調べ学習といえるのである。
　この点は特に重要なので、さらに③で論ずる。
②「要点のまとめ方」ではなく、抜き書きから引用を指導すべきである。
　参考図書や資料の紹介とその使い方の指導、そしてまとめの段階までの指導内容について体
系として提示しているのは、全国学校図書館協議会の「情報・メディアを活用する学び方の指
導体系表」（2003年11月）である（注）。
　学び方の観点の「m　情報の活用の仕方」では、〈記録の取り方〉の系統として、小学校の
低・中・高学年において「抜き書きの仕方」、中・高学年において「要点のまとめ方」を指導
すべきと提示している。中学校と高等学校では〈効果的な記録の取り方〉として、「抜き書き」
や「要点のまとめ方」ではなく「ノートの作成法」、「カードの作成法」、「切り抜き、ファイル
の作成法」と「AV機器」や「コンピュータを使った記録の取り方」を提示している。
　この指導内容の構成では中学校・高等学校において、小学校からの系統としてノートやカー
ドに「抜き書き」を指導するのか「要点のまとめ方」を指導するのかについては示していない。
ノート、カード、AV機器、コンピュータは道具であり、抜き書きと要点のまとめ方は記録の
取り方の方法である。したがって、中学校・高等学校においても「抜き書き」や「要点のまと
め方」を指導するのか、あるいは別の「記録の取り方」を指導するのかを提示すべきである。
このことについて、私見を提示する。
　「要点のまとめ方」は国語科の学習と関係する。国語科においては、説明的文章の形式段落
の要点、意味段落の要点、文章全体の要旨というような言い方をする。本文から要点をまとめ
ていくことを要約するという。要約して要点としてまとめていくことは、一つの技能として必
要である。しかし、要点をまとめて要約するということは簡単なことではない。いわゆる説明
的文章の指導のなかでは最も難しい指導内容であると考えてもよい。これだけで一冊の本が必
要なほどである。
　児童生徒によっては要約ができる者とできない者とが生じてくる。要約ができる児童生徒で
あっても、間違いということは少ないにしても、要約内容の過不足は有りうることである。普
通には説明文では、著者がまとめた部分がある。内容としては、その部分を使っていくべきで
あり、それはさらに要約する必要はなく引用をするのである。そのことを指導すべきである。
　調べ学習のまとめにもっていくために、まず「抜き書き」を指導していく必要がある。この
ことが、テーマに対しての重要な内容の部分を筆者、資料名、ページを示して引用していくこ
とに繋がっていくのである。既に小学校国語科教科書（例えば、教育出版5年生・6年生用）に
も「引用」が出てきている。小学校では「抜き書き」から初歩的な「引用」を指導しておき、
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中学校・高等学校ではさらに詳しく引用を指導していくべきである。
　「抜き書き」から「引用」の指導に関連して重要なのは小学校高学年、中学校、高等学校と
校種が上がるにつれ、資料以外からも情報を得ること、資料のみからの調べ学習でも複数以上
の資料から調べるようになっていくということである。このことについて複数以上の情報、資
料をどのように比較、評価し調べて分かった内容として取り込んでいくのかが重要であり、き
ちんと指導していく必要がある。
③まとめ方の指導が必要である
　まとめかたとして普通には絵、文章、図、表、写真などによって新聞にしたりレポートを作
成したりする。このこと自体には問題がないにしろ、では文章を中心にして図表や絵や写真を
入れて、どのようにしていくのかについての指導がない。この点については学生が、「指導者
となった場合の改善内容」としても指摘していないが、大変に重要なことである。
　このことについて筆者は既に「児童主体の創造を表現する読書の学習』（高文堂出版社　2002
年1月）において、羅列、分類、比較、分析、関連による方法を提示している（同書pp．50－53）。
その後も放送大学におけるテレビ放送などで提示しているが、まだ一般化しているというほど
ではない。このことの指導が、特に小学校高学年、中学校、高等学校において必要であること
のみ言及しておきたい。
　次には、調べ学習が「学習」たる所以についてである。それは、調べただけで終わらないで
テーマについて調べてまとめた内容に対して、自分がどのように考えるのか、そこを書いてい
く必要があるということである。このことによって「調べ」ただけではなく、「調べ学習」と
なっていくのである。校種、学年上がるほどにその分量が増えていくように指導していくべき
である。
　以上、②と③の内容については、なお調べ学習の実践史を概観し、多くの実践者がどのよう
な意識を持っているかについてもとらえていき、本論で学生が提示した「指導する立場になっ
た場合の改善すべき点」とも考え併せていき、調べ学習実践上のさらなる課題として提示して
いくべきであるが、この点については別の機会としたい。
（注）この体系表については実践の手引書として、堀田龍也・塩谷京子編『学校図書館で育む
情報リテラシー　すぐ実践できる小学校の情報活用スキル」（全国学校図書館協議会　2007年
7月）が発行された。中学校版と高等学校版とが出版されてはじめて体系表に対応していると
言えるので、本論では同書の内容については触れずに、あくまでも体系表をもとにして論じた。
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